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連合に加盟しています。

道 志 村 民 憲 章
私たちの七里は、緑と清流と歴史の郷です。
この地に生きることに誇りをもち、平和な村
を築くため、ここに憲章を定めます。
私たちは
一、自然を愛し平和な村をつくります。
一、生産に励み豊かな村をつくります。
一、伝統を重んじ、教養を高め、文化の村
をつくります。

一、人情といたわりの心を養い、福祉の村
をつくります。

一、明るく健康で、活力ある村をつくります。

みんなで力いっぱい !! 
 　「よいっしょ ! よいっしょ !!」
おいしいもちがつけました !(^^)!

みんなで力いっぱい !! 
 　「よいっしょ ! よいっしょ !!」
おいしいもちがつけました !(^^)!

 ～ 保育所餅つき大会 ～



新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

新
春
を
迎
え
、村
民
の
皆
様
の
ご
多
幸
、

ご
健
勝
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

日
本
の
良
き
文
化
と
し
て
、
新
年
を
迎

え
る
と
き
、
村
外
で
活
躍
し
て
い
る
子
供

や
孫
が
帰
省
し
、
久
々
に
家
族
揃
っ
て
楽

し
い
語
ら
い
に
て
心
身
を
癒
し
、
新
た
な

希
望
、さ
ら
な
る
飛
躍
を
抱
き
、誰
も
が
社

会
の
一
員
と
し
て
活
躍
す
る
。

こ
の
よ
う
な
良
き
風
習
を
引
き
継
ぐ
、

そ
ん
な
村
づ
く
り
も
良
い
と
思
い
ま
す
。

昨
年
七
月
の
村
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て

は
、
多
く
の
村
民
の
皆
様
か
ら
力
強
い
ご

支
援
を
賜
り
、
村
政
を
担
わ
せ
て
い
た
だ

く
事
に
な
り
、
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
と
共
に
、さ
ら
に
身
を
引
き
締
め
、村
政

の
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
す
。

ど
う
ぞ
ご
支
援
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

今
は
多
様
化
の
時
代
と
い
わ
れ
て
い
ま

し
て
、
古
き
良
き
伝
統
や
文
化
を
守
ろ
う

と
す
る
と
、
新
し
い
感
覚
で
の
取
り
組
み

が
遅
く
な
り
ま
す
。
バ
ラ
ン
ス
良
く
考
え

て
積
極
的
に
取
り
組
む
事
も
必
要
と
考
え

ま
す
。

ま
ず
、道
志
村
に
と
り
ま
し
て
も
、村
民

の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
も
大
き
な
財
産
で

あ
る
山
林
で
す
が
、今
の
ま
ま
杉
、桧
ば
か

り
で
手
入
れ
も
で
き
な
い
状
態
で
す
と
山

林
の
荒
廃
は
さ
ら
に
進
み
、
村
内
の
景
観

に
も
影
響
が
出
る
こ
と
は
必
然
と
考
え
ま

す
。
間
伐
、
植
栽
等
の
森
林
整
備
を
進
め
、

広
葉
樹
と
杉
、
桧
を
ミ
ッ
ク
ス
し
た
混
交

林
と
す
る
こ
と
で
、山
の
景
観
は
良
く
、水

源
の
か
ん
養
、
山
地
災
害
防
止
等
の
森
林

の
有
す
る
多
機
能
が
発
揮
で
き
る
も
の
と

考
え
ま
す
。
ま
た
保
水
力
も
高
ま
り
良
質

の
水
も
増
し
、
横
浜
市
の
水
源
地
と
し
て

も
更
に
充
実
す
る
も
の
と
思
い
、
今
後
の

間
伐
材
の
利
活
用
と
と
も
に
村
の
重
要
課

題
と
し
て
取
り
組
み
た
い
と
考
え
ま
す
。

私
が
村
民
の
皆
様
に
お
示
し
し
て
い
る

政
策
は
、就
任
以
来
、役
場
幹
部
職
員
と
の

打
合
せ
を
行
い
、
県
の
関
係
機
関
の
職
員

の
方
々
と
お
会
い
し
、
要
望
を
重
ね
て
お

り
ま
し
て
、
実
現
に
向
け
一
歩
ず
つ
で
は

あ
り
ま
す
が
進
め
て
お
り
ま
す
。

ま
ず
、
野
原
〜
月
夜
野
間
バ
イ
パ
ス
と

防
災
ト
ン
ネ
ル
︵
仮
称
︶
の
動
向
で
す
が
、

野
原
〜
月
夜
野
間
バ
イ
パ
ス
は
先
人
各
位

の
皆
様
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
平
成
31
年
度

の
完
成
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
関

係
機
関
へ
早
期
完
成
を
お
願
い
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

道
坂
峠
を
防
災
ト
ン
ネ
ル︵
仮
称
︶で
国

道
か
ら
開
削
す
る
こ
と
は
、
通
勤
・
通
学

等
で
道
坂
峠
を
利
用
す
る
住
民
の
皆
様
の

待
望
す
る
も
の
と
考
え
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
の
で
、行
政
、議
会
、村
民
と
隣
接
す

る
都
留
市
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
く
上
で
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。実
現
に
向
け
、村
民
の

皆
様
に
は
更
な
る
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

次
に
福
祉
村
構
想
の
第
一
歩
で
、
地
域

密
着
型
施
設
は
平
成
26
年
度
の
計
画
に
盛

り
込
み
、
平
成
27
年
に
は
福
祉
業
者
の
公

募
が
可
能
な
状
況
に
な
る
か
と
思
わ
れ
ま

す
。
そ
れ
ま
で
に
は
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
案
件
も
当
然
の
こ
と
な
が
ら
あ

り
ま
す
が
、
次
の
段
階
に
進
め
る
国
の
介

護
保
険
制
度
も
見
え
始
め
て
き
た
と
考
え

ま
す
。

そ
し
て
、
将
来
の
村
を
担
う
子
供
た
ち

に
、安
心
、安
全
な
子
育
て
支
援
を
行
っ
て

い
き
た
い
。
少
子
化
は
道
志
村
に
も
例
外

で
は
な
く
進
行
し
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
で

は
村
の
活
力
は
低
下
、
人
口
減
少
と
共
に

切
実
な
課
題
で
す
。
子
育
て
支
援
は
経
済

的
な
支
援
と
合
せ
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
や
育

児
制
度
と
い
っ
た
両
立
支
援
が
特
に
必
要

と
考
え
ま
す
。
少
子
化
問
題
は
若
者
の
定

住
人
口
を
増
や
す
こ
と
で
す
が
、
ど
う
し

て
も
生
活
基
盤
を
確
立
す
る
為
の
、
継
続

し
て
働
け
る
場
所
が
第
一
の
課
題
と
考
え

ま
す
。
そ
こ
で
雇
用
の
面
か
ら
も
福
祉
村

構
想
の
実
現
を
必
ず
進
め
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

国
の
耐
震
化
構
想
の
診
断
調
査
を
受
け

た
結
果
、
道
志
小
・
中
学
校
が
い
ず
れ
も

﹁
耐
震
性
能
は
比
較
的
低
い
ラ
ン
ク
に
あ

る
た
め
、地
震
の
振
動
や
衝
撃
に
対
し
て
、

倒
壊
ま
た
は
崩
壊
す
る
危
険
性
が
あ
り
、

補
強
が
必
要
と
判
断
す
る
﹂
と
の
判
定
が

示
さ
れ
、
校
舎
検
討
委
員
会
に
お
い
て
二

校
と
も
建
て
替
え︵
新
築
︶と
の
答
申
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。こ
れ
を
受
け
、村
で
は
子

ど
も
た
ち
の
安
全
確
保
を
最
優
先
に
考

え
、国
の
耐
震
化
政
策
の
時
期
も
踏
ま
え
、

現
在
、
小
・
中
学
校
校
舎
整
備
検
討
委
員

会
を
立
ち
上
げ
、新
た
に
検
討
、協
議
を
始

め
ま
し
た
。

平
成
26
年
度
予
算
で
は
、
私
の
政
策
が

少
し
で
も
進
め
る
よ
う
、
村
民
の
皆
様
の

ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
政
策
に
取
り
込

み
、
住
民
本
位
の
行
政
運
営
が
で
き
ま
す

よ
う
、
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

平成26年１月１日（２）

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

道
志
村
長

長

田

富

也



（３）

成人おめでとうごうざいます成人おめでとうごうざいます成人おめでとうごうざいます

日
 
時

平
成
26
年
１
月
12
日
（
日
）

13
時

開
式
（
受
付
12
時
30
分
よ
り
）

場
 
所

水
源
の
郷
や
ま
ゆ
り
セ
ン
タ
ー

成
人
式
は
式
典
・
成
人
者
の
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
の
上
映
・

新
成
人
の
抱
負
・
恩
師
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
・
記
念
写
真
の

撮
影
等
が
行
わ
れ
ま
す
。
成
人
式
を
迎
ら
れ
る
方
々
は
次
の

と
お
り
で
す
。

出
羽
 
史
恵
大
渡

佐
藤
 
真
也
大
室
指

金
子
 
正
太
大
栗

佐
藤
 
玲
奈
馬
場

佐
藤
 
 
南
馬
場

山
口
 
亞
来
竹
之
本

山
口
 
美
樹
竹
之
本

佐
藤
 
隆
司
川
原
畑

佐
藤
 
史
奈
大
指

山
口
 
諒
祐
東
神
地

山
口
明
日
香
中
神
地

山
口
 
翔
太
上
中
山

池
谷
 
彩
香
下
善
之
木

長
田
 
有
香
板
橋

水
越
 
佳
佑
下
白
井
平

池
谷
 
千
明
下
白
井
平

天
野
 
若
奈
忍
野
村

成
人
式
に
関
す
る
問
合
わ
せ
先

道
志
村
教
育
委
員
会

☎
52
-１
０
２
０

12
月
１
日
に
新
し
い
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
皆
さ
ん
が
厚
生
労
働
大
臣
か
ら

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
近
隣
の
住
民
が
抱
え
る
悩
み
事
や
心
配
事
等
を
解

決
す
る
た
め
、
福
祉
と
住
民
の
﹁
つ
な
ぎ
役
﹂
と
し
て
お
手
伝
い
を
し
ま
す
の
で
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

氏  名
◎佐藤 髙正
出羽 豊子

○佐藤久美子
村田 晴子
大田満す江
山口 洋子
山本 律子
佐藤 壽江

月夜野～野原
久保笹久根
大 室 指
椿 ～小 善 地
大 栗 ～馬 場
竹 之 本
東 和 出 村
西 和 出 村

○佐藤 順子
杉本 昭次
白井 一子
渡邊 正子
池谷 光子
長田 孝子
水越 明子

谷相～川原畑
大指～釜の前
東神地～中神地
下中山～上中山
下善之木～上善之木
川 村～板 橋
下白井平～長又

担当区域 氏  名 担当区域

期間   平成25年12月1日～平成28年11月30日

◎は、会長  ○は、主任児童委員

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
紹
介

新



平成26年１月１日（４）



（５）

道志水源基金活用事業の募集道志水源基金活用事業の募集平成26年度平成26年度
自然環境の保全活動・生活基盤向上の活動などに助成します自然環境の保全活動・生活基盤向上の活動などに助成します

公益
信託

公益信託道志水源基金は、平成９年２月に設立されて以来、横浜市の水源地である道志
村の「自然環境の保全活動及び社会生活基盤の整備」などに助成し、水源地の保全、地域
の振興及び地域住民の福祉向上のための事業に取り組んでいます。
つきましては、平成26年度公益信託道志水源基金の活用事業を次のとおり募集いたしま

すのでご応募ください。

１. 助成対象者及び応募資格
道志村に住所を有し、村内において営利を目的とする事業を行わない法人又は団体とし
ます。（活動を行うにあたり対価を求めない団体）

２. 助成対象事業
１）道志村における自然環境の保全活動及び整備活動に対する助成

・森林に関する活動・道志川に関する活動・環境汚染防止活動・啓発活動など。

２）道志村民の生活基盤向上に資する活動に対する助成
・総合的な企画及び活動・観光イベントの企画及び活動・観光資源の発掘と整備など。
・伝統芸能及び伝統技術の保存と維持活動・生活基盤の整備活動・産業振興活動など。

３. 助成金の総額
平成２６年度の助成金の総額は１,０００万円の予定です。

４. 応募方法
当基金所定の「助成金支給申請書及び事業計画書」に必要事項を記入し、所定の期日まで
に当基金事務局まで提出してください。（申請書等の用紙は役場総務課または道志村の
ホームページからダウンロードできます）

５. 応募期限 平成２６年２月１４日（金） 必着です。

６. 選考の方法
公益信託道志水源基金運営委員会の審議により、受給者及び助成金額を決定します。

７. 助成金の給付
平成２７年３月末までに受給者に対し、銀行振込みにより給付します。

８. 報告書の提出
受給者は、毎年度助成の対象となった事項に係わる報告書を当基金に提出してください。

応募の窓口 道志村役場　総務課　財政・政策グループ

道志水源基金事務局 TEL（0554）52－2111（直通）



平成26年１月１日（６）

確定申告の相談会等のお知らせ
確定申告書の書き方などについて、次のとおり相談会等を開催しますので、最寄りの会場をご利用ください。
なお、お越しの際は、次のものをご持参ください。

●平成 25年分の収入金額・必要経費・所得金額のわかるもの、源泉徴収票、国民健康保険の領収書、国民年金保険料
及び国民年金基金の掛金の支払をした旨を証する書類、生命保険料・地震保険料・寄附金等の各種控除の支払をした
旨などを証する書類、申告書が税務署から送付された方はその申告書

●平成 24年分の申告書・収支内訳書等の「控」
●「印鑑（認印）」、「計算器具」、「筆記用具」など
●還付申告の方は還付金の振込先金融機関名・預貯金種別・ご本人の口座番号がわかるもの

■「確定申告書作成相談会」では、申告書作成のためのアドバイスと申告書の受付を行います。
■「税理士会が行う無料申告相談」は、小規模納税者の方の所得税及び消費税、年金受給者及び給与所得者の方の所
得税の申告を対象としております。
土地、建物及び株式などの譲渡所得のある方や所得金額が高額な方又は収入金額が多額な方、相談内容が複雑な
方は、ご遠慮ください。

お分かりにならない点や詳細については、税務署にお問い合わせください。
（下記に電話していただくと「電話センター」につながりますので、その後は自動音声に従ってください。）

大月税務署 ☎：０５５４－２２－３１５１

所得税及び復興特別所得税の確定申告の相談、平成 25年分申告書の受付及び納税の期限は、平成 26年 2月 17日
（月）～3月 17日（月）までですが、還付申告は、1月 6日（月）から提出することができます。

贈与税は、平成 26年 2月 3日（月）～3月 17日（月）までです。
個人事業者の消費税及び地方消費税は、平成 26年 1月 6日（月）～3月 31日（月）までです。

※口座振替をご利用の場合の振替日は、所得税及び復興特別所得税が平成 26年 4月 22日（火）、消費税及び地方消
費税が平成 26年 4月 24日（木）です。
※提出期限間近になりますと、税務署は大変混雑いたしますので、申告はお早めにお願いします。
国税庁ホームページ【www.nta.go.jp】では、確定申告に必要な各種情報等を提供しています。

●ホームページ内の「確定申告書等作成コーナー」で入力した申告書データに電子証明書を添付して、そのまま送信（提
出）することができる e‑Tax（イータックス）があります。e‑Taxをご利用いただくためには、所定の手続が必要です
ので国税庁ホームページをご覧ください。
●また、「確定申告書等作成コーナー」で入力し、プリントアウト（白黒でも可）した確定申告書等は、そのまま税務署
に提出することもできます。

●なお、国税庁ホームページでは、確定申告書のほかにも税務に関する主な行政手続についての申請・届出書様式を提
供していますので、是非ご利用ください。申告書の提出は、郵便又は信書便による送付をお願いします。税務署から
は、申告書の提出後に、納付書や納税のお知らせは送付されませんので、申告により納付すべき税金は、納付期限（＝
申告期限）までに納付書により、最寄りの金融機関の窓口もしくは税務署窓口で納税をお願いします（口座振替を除く）。
※「納付書」は、税務署及び金融機関にご用意してあります。

確定申告のお知らせ

会   場
確定申告書作成相談会 税理士会が行う無料申告相談

開 催 日

１月３１日（金）都 留 市 役 所

富士吉田市民会館 １月２８日（火）

－ 10：00～12：00
13：00～15：00

10：00～12：00
13：00～16：00 ２月１３日（木）

２月１４日（金）

時  間 開 催 日 時  間



ご入学・ご進学おめでとうございます

４月から小中学校へ入学する児童がいるひとり親家庭の皆様へ
平成 26年 4月に小中学校へ入進学する児童がいるひとり親家庭に、県より支度金として
児童一人につき 1万円を支給します。
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催
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第
1
回
道
志
村
子
ど
も
・
子
育
て
会
議

の
開
催
に
つ
い
て

＜お問い合わせ先＞ 〒403‑0005 富士吉田市上吉田１－２－５ 富士吉田合同庁舎１階
山梨県富士・東部保健福祉事務所 福祉課 児童生保担当 TEL 0555‑24‑9042 
またはお住まいの市町村役場 母子福祉担当

ひとり親家庭小中学校入進学支度金
支援の概要

支 給 額 該当するお子様 1名につき 10,000円
申請期間 平成 26年１月６日（月）〜１月 31日（金）まで

※原則、この期間以外は受付できません。
提 出 先 山梨県富士・東部保健福祉事務所　福祉課

またはお住まいの市役所・町村役場
提出書類
・ひとり親家庭小中学校入進学支度金支給申請書
・ひとり親家庭医療費助成受給者証の写しなど、資格を
証明する書類

※申請用紙は、富士・東部保健福祉事務所福祉課、市町村
役場にあります。

※申請用紙は、以下の HPでもダウンロードできます。
http://www.pref.yamanashi.jp/jidou/

hitorioyanyuugakusitaku.html

対象者の要件
●県内在住であること。
●平成26年４月に山梨県内の小中学校（特別支援
学校の小学部・中学部を含む。）へ入進学する
児童を監護し、生計を同一とするひとり親家庭
の親（父母のない児童の養育者を含む。）であ
ること。
※ただし、児童福祉施設（母子生活支援施設を
含む。）に入所中の児童並びに里親に委託中
の児童は除く。

●平成25年度（平成24年分）の所得税が非課税で
ある世帯であること。※19歳未満の兄弟姉妹が
いる場合は、対象となる場合がありますので、
市町村役場母子福祉担当にお尋ねください。 
●生活保護の受給世帯でないこと。



平成26年１月１日（８）

平成26年度
学童保育所の入所児童を募集します！

1．学童保育とは

両親が労働している児童の放課後や学校休業日を保護者に代わって保育することをいいます。

2．入所対象児童および定員

小学校１年生〜小学校６年生　40名程度
3．入所基準

① 保護者が家庭外で労働している家庭の児童

② 保護者が家庭内で児童と離れて労働している家庭の児童

③ 保護者のいない家庭の児童

④ 保護者が出産の直前直後や病気等で児童の保育が出来ない家庭の児童

⑤ 家庭に介護や看護をしなければならない家族がいる家庭の児童

⑥ 火災や地震などの不幸があり、児童の保育が出来ない家庭の児童

4．開所場所 集いの家（馬場）

5．開所日 平成２6年４月1日（火）～平成27年３月31日（火）

・新１年生も４月１日からお預かりいたします。

・平日（学校登校日）・・・放課後～１７時３０分

・学校休業日（創立記念日等）、長期休業・・・８時30分～１７時３０分

6．休所日 土・日・祝日・お盆休み・年末年始

7．保育料 月額 3,000円（別途、おやつ代がかかります。）

8．注意事項
・低学年を優先的に入所させていただきます。

・通年入所している児童も長期休暇が利用できるとは限りません。

９．入所申請期間 平成２6年1月6日（月）～平成26年2月10日（月）

10．申請場所 道志村役場住民健康課　☎52－2113
※申請書類一式は、住民健康課にてお渡しします。

学童保育では指導員を下記のとおり募集します。
●資  格 保育士・小学校教諭等の資格を持っている方が望ましいが、未経験者の方でも可
●就業期間 ・平成２６年４月１日（火）から働ける方

【土・日・祝日・お盆休み位・年末年始】

●就業時間 ・平   日…午後１５時～午後１８時００分
・長期休暇等…午前 ８ 時～午後１８時００分（交代制）

●賃  金 ・保育士等資格保持者…時給９００円～
・無資格者………………時給７８０円

●申込期限 平成２６年１月６日（月）～平成２６年２月１０日（月）
●申込場所 道志村役場 住民健康課 ☎０５５４ー５２ー２１１３

学 童 保 育 指 導 員 募 集



（９）

道志村では日産自動車株式会社が実施した
「道の駅」電気自動車活用プログラムに応募し
たところ、電気自動車（リーフ）と付随システム
（LEAF to Home）を無償で提供いただけること
になり、12月12日に日産
山梨会から寄贈され設置
式典が行われました。
このプログラムは電気

自動車の新たな使い方や
有用性を啓発し、低炭素
化社会の実現に向け貢献
するとともに、地域の産
業や観光の振興、さらに
は防災拠点化の取り組み
を推進している「道の駅」
において活用し電気自動
車ならではの価値、環境に配慮したクルマでの
地域活動への貢献を目的に実施されました。
道の駅どうしでは、開業以来、地域振興及び利
用者サービスの向上を心がけ様々な取組を行っ
ています。また、同施設は道志村地域防災計画で
災害時の救援物資集積拠点及び避難所の指定を
受けているため、防災備蓄倉庫、耐震性貯水槽、

非常時電源装置（設置工事中）等の防災施設の設
置を行っており、今回、提供いただく電気自動車
（リーフ）と付随システム（LEAF to Home）
設置により、非常時の電源の確保、救援物資の輸

送、人員搬送等ができ防
災拠点施設としてさらな
る機能の充実が図られる
ことになりました。
今後も利用者の利便性

を考え、道の駅どうしの
機能充実を図るととも
に、更なる地域振興策を
行い、防災拠点として地
域住民、利用者の安全・
安心確保に努めてまいり
ます。

「道の駅」ＥＶ活用プロジェクト～道の駅どうし
ＥＶ＆ＬＥＡＦ ｔｏ Ｈｏｍｅ設置

■寄贈者及び寄贈機器
・寄 贈 者 日産山梨会
・寄贈機器 日産リーフ１台（電気自動車）

ＥＶパワーステーション１基
■寄 贈 先 道 志 村

リーフから電気を供給して発電しています。

日産山梨会、道志村長及び関係者によるテープカット



平成26年1月1日以後の期間

（例）
H26年
の
延滞金

本則

山火事の予防・防止運動
空気が乾燥して山火事の発生しやすい季節となりました。
山仕事や登山・ハイキングなどで野山に入られる方、森林のそばで農作業・工事な
どを行っている皆様、山火事防止についてご協力をお願いします。

・歩きながらの喫煙、タバコの投げ捨ては、火事の原因になるので
やめましょう。
・枯れ草周辺、風がある日のたき火は、
火事の原因となりますのでやめましょう。

・野外での火の取扱いには充分注意をお願いします。

平成26年１月１日（10）

※地方税法の改正に伴い、村税条例が改正されました。

平成25年12月31日以前の期間

特例（※1）

（旧）特例基準割合

14.6％

7.3％

14.6％

4.3％

延滞金

納期限後
１か月以内
の延滞金

（例）
H25年
の

延滞金

平成26年1月1日以後の期間

本則 特例（※1）

（新）特例基準割合＋1.0％

（新）特例基準割合＋7.3％14.6％

7.3％

9.2％

2.9％

※１：特例基準割合が7.3％に満たない場合は特例が適用されます。

H26年の延滞金（例）

1.9＋7.3＝9.2％

1.9＋1.0＝2.9％

延滞金

納期限後
１か月以内
の延滞金

H26年の特例基準割合は1.9％
●「特例基準割合」の変更について

平成25年12月31日以前の期間

各年の前年１１月末日時点の日本銀
行の商業手形の基準割引率＋４％

各年の前年１２月１５日までに財務
大臣が告示する割合（短期貸出約定
平均金利）＋１％

特例基準割合

平成 26年 1月 1日以後の期間にかかる
税金・保険料等の延滞金の計算方法が変わります。



（11）

１／21
午前：胃カメラ

１／20

・月始めには保険証の提出をお願いします。
・火曜日と金曜日は９時半～１０時ころまで胃カメラ検査になります
・１月２５日はスタッフ不在のため休診となります

１／25
休 診

１／13
成人の日

１／２
休 診

12／30
休 診

12／31
休 診

１／24
午前：胃カメラ

１／16１／14
午前：胃カメラ

１／31
午前：胃カメラ

２／１
午前中のみ診察

１／30１／27

１／15
研修のため休診

１／10
午前：胃カメラ

12／29
休 診

１／３
休 診

１／４
休 診

１／１
元 旦

１／９１／５ １／６ １／11
午前中のみ診察

１／８
研修のため休診

１／７
午前：胃カメラ

１／12 １／17
午前：胃カメラ

１／18
午前中のみ診察

１／23１／19 １／22
研修のため休診

１／26 １／29
研修のため休診

１／28
午前：胃カメラ

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

１月の予定

診療所だより

明けましておめでとうございます。
今年もよろしくお願いいたします。

この時期はインフルエンザをはじめとした感染症が流行しやすいです。

基本的なことですが、予防が大事ですので皆さん注意しましょう

❶うがい手洗いをしましょう：帰宅した際には必ずするように心がけまし

ょう。インフルエンザに限らず、全ての感染症予防の基本です！

❷規則正しい生活：バランスのとれた３度の食事、十分な睡眠をとりまし

ょう。不規則な生活はウイルスに対する抵抗力を低下させます。また、運動不足も抵抗力低下

の原因となります。１日１回は外に出て散歩したり、体を動かすように心がけましょう。

❸感染者には近づかない：ほとんどの感染症は感染者に接触することで感染します。特に病院は

いろんな人が出入りします。お見舞いに行くケースもあると思いますが、この時期はあまり長

居しない方がよいです。また、外出する際にもできる限り人ごみは避けるようにしましょう。

※インフルエンザに関して：インフルエンザの検査は発熱後1日経過しなくては判断
できないケースが多々あります。仕事場や学校の関係で検査を希望される人がいま
すが、可能であれば１日休んで熱の経過をみてください。
また、インフルエンザに感染していないということは証明できませんので検査の
ための受診は控えてください。



平成26年１月１日（12）

道志小学校学 校 だ よ り 第70号

道志小学校では情操教育の一環として、朝の「七里っこ
タイム」を利用してミニ音楽集会を実施しています。10月
に1･2年生、12月には3･4年生と5･6年生が発表しました。
3･4年生は合同で「YUME日和・地球星歌」の２曲を合唱
し、5年生は、「ホールニューワールド」の合唱「キリマ
ンジャロ」の合奏を、6年生は「ステージ」の合唱「風を
きって」の合奏を全校の前で、練習の成果をしっかりと発
表しました。

心を豊かに「ミニ音楽集会」

平成26年度の児童会役員を決める選挙の立会演説会及び
投開票が11月27日に行われました。どの候補者も自分の考
えや方針をしっかり伝えるように、真剣な表情で演説しま
した。来年の道志小学校を引っ張るリーダーとしてがんば
って!!!

12月16日「健康に対する意識を高めて元気に過ごそ
う。風邪予防！」をテーマに保健集会を行いました。集会
では、保健委員会の劇で「風邪・インフルエンザの予防」
についてわかりやすく発表し、縦割り班では道志小の実
態に基づいて健康に関するレクレーションゲームを楽し
みました。保健委員会の発表は分かりやすく工夫され、一
人ひとりが自分の健康について考え、自分で健康を守る
ことの大切さを学びました。  

「健康に対する意識を高めて元気に過ごそう。」

11月25日、午前8時18分突然、「震度6強」あと10秒の
放送が校内に鳴り響きました。この日は、子どもはもちろ
ん、先生方も事前に知らされることもなく、また、朝の登
校後ということでとても慌てていました。ある子は、カバ
ンを背負ったまま、またある子は、6年生にだきかかえら
れたままなど様々でしたが、子どもたちは自分たちの判断
で避難し、全員無事に短時間で避難することができました。
また、11月13日には、火災を想定した訓練も行われ、消防
署職員の指導のもと消火器の使い方を教わりました。災害
はないのが一番ですが、このような緊急事態に備えて、
日々意識を持って生活したいものです。

突然　「震度6強」あと10秒

来年はわたしたちが…「児童会選挙立会演説会」

「緊張したけど、しっかり歌で伝え、表現しました」

「演説会、緊張するけどしっかり伝えよう ! !」

「保健委員の説明に耳を傾けています」

「避難 ! ! ! 災害は突然やってきます! !」
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●
修
業
年
限
：
２
年

︵
１
年
間
で
25
講
座
実
施
︶

●
費
用
：
入
学
後
に
基
本
学
習
費
と
し
て

１
６
，
０
０
０
円
を
納
入

◆
お
問
合
せ

山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学
院

☎
０
５
５
４
︲
45
︲
７
３
３
５

■
職
業
訓
練
生
募
集﹁
普
通
課
程
﹂

職
 
種
 
木
造
建
築
科
・
建
築
塗
装
科

期
 
間
 
各
科
と
も
２
年
間

※
夜
間
訓
練
と
土
曜
・
日
曜
の
訓
練
校
の

指
定
す
る
日

対
 
象
 
各
事
業
所
に
勤
め
な
が
ら
学
ぶ

こ
と
が
で
き
る
方

月
 
謝
 
会
 
員
 
３
０
０
０
円

会
員
外
 
５
０
０
０
円

申
込
締
切
 
平
成
26
年
３
月
２
８
日

◆
お
問
合
せ

富
士
吉
田
職
業
訓
練
協
会

☎
０
５
５
５
︲
22
︲
５
２
１
４

■
富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

山
梨
県
心
身
障
害
者
自
動
車
燃
料
費
助

成
金
の
請
求
受
付
に
つ
い
て
、
管
内
に
居

住
し
て
い
る
助
成
対
象
者
の
自
動
車
燃
料

費
の
助
成
受
付
を
行
い
ま
す
。

●
助
成
対
象
者
 

次
の
①
〜
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、

か
つ
平
成
25
年
度
に
自
動
車
税
若
し
く
は

■
１
月
の﹁
歌
の
会
﹂に
つ
い
て

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
﹁
歌
の
会
﹂

を
開
催
し
て
い
す
。
ピ
ア
ノ
の
演
奏
を
聴

い
た
り
、
演
奏
に
合
わ
せ
て
昭
和
の
ヒ
ッ

ト
曲
や
童
謡
な
ど
心
懐
か
し
い
歌
を
唄
っ

た
り
し
て
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
い
で
下
さ
い
。

◎
１
月
の
﹁
歌
の
会
﹂
の
日
程

６
日
︵
月
︶、
８
日
︵
水
︶、
９
日
︵
木
︶、

10
日
︵
金
︶、
14
日
︵
火
︶、
16
日
︵
木
︶、

20
日
︵
月
︶、
21
日
︵
火
︶、
22
日
︵
水
︶、

24
日
︵
金
︶
 ●
毎
月
10
回

※
午
後
２
時
〜
３
時
ま
で
実
施

場
所
：
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
お
問
合
せ

住
民
健
康
課
児
童
福
祉
担
当︵
山
口
︶

☎
52
︲
２
１
１
３

お 知 ら せくらしの情報 お 知 ら せお 知 ら せ
子
育
て

■
１
月
の
つ
ぼ
み
っ
こ
く
ら
ぶ

今
月
も
親
子
で
楽
し
く
交
流
で
き
る
よ

う
に
計
画
し
て
い
ま
す
。
保
育
所
入
所
前

の
お
子
さ
ん
、
お
母
さ
ん
達
で
楽
し
く
交

流
し
ま
し
ょ
う
。

◎
手
作
り
作
品
を
仕
上
げ
ま
し
ょ
う
！

日
 
時
 
１
月
14
・
28
日
︵
火
︶

10
時
〜
12
時

場
 
所
 
善
之
木
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
﹁
い
こ
い
﹂

講
 
師
 
高
瀬
浩
子

内
 
容
 
﹁
手
作
り
ア
ル
バ
ム
﹂

＊
今
回
は
11
月
か
ら
の
続
き
に
な
り
ま
す

の
で
、
新
規
で
参
加
希
望
の
方
は
ご
連

絡
下
さ
い
！！

◆
お
問
合
せ

住
民
健
康
課

保
健
師
︵
伯
耆
︶
☎
52
︲
２
１
１
３

■
平
成
26
年
度
学
生
募
集

﹁
山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学
院
﹂

山
梨
県
の
高
齢
者
生
涯
学
習
機
関
で
あ

る﹁
山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学
院
﹂で
は
、来
年

度
の
学
生
募
集
を
行
い
ま
す
。

●
入
学
案
内
・
募
集
要
項
配
付
：
１
月
下

旬
か
ら
︵
各
市
町
村
の
教
育
委
員
会
や

教
育
事
務
所
な
ど
で
配
付
予
定
︶

●
出
願
受
付
：
２
月
３
日
〜
︵
定
員
に
な

り
次
第
締
切
り
︶

軽
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
て
い
る
心
身

障
害
者
、
又
は
当
該
心
身
障
害
者
の
方
と

生
計
を
同
一
に
し
て
い
る
方
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
総
合
等
級
 

１
級
〜
２
級

②
療
育
手
帳
の
障
害
等
級
  

Ａ
︲
１
〜
Ａ
︲
３

③
戦
傷
病
者
手
帳
の
障
害
程
度

特
別
、
第
一
、
第
二
項
症

●
受
付
期
間

平
成
26
年
１
月
６
日
〜
２
月
７
日

●
助
成
対
象
期
間

平
成
26
年
１
月
１
日
〜
12
月
31
日

◆
お
問
合
せ

富
士
東
部
保
健
福
祉
事
務
所

福
祉
課
 
障
害
福
祉
担
当

☎
０
５
５
５
︲
24
︲
９
０
４
７

■
点
訳
講
習
会︵
初
心
者
向
け
︶

日
 
時
 
２
月
17
日
、
24
日

３
月
３
日
、
10
日
、
17
日

い
ず
れ
も
月
曜
日
 
全
５
日
間

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
 
所
 
山
梨
県
立

富
士
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

対
 
象
 
点
訳
に
興
味
、
関
心
の
あ
る
方

参
加
費
 
無
料︵
テ
キ
ス
ト
代
６
３
０
円
︶

内
 
容
 
点
字
の
概
要
、読
み
方
、書
き
方
等

講
 
師
 
松
浦
敬
子
氏

申
込
締
切
 
２
月
17
日

◆
お
問
合
せ

山
梨
県
立
富
士
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５
５
︲
72
︲
５
５
３
３

子
育
て

イ
ベ
ン
ト

募
　
集

福
　
祉

 

 



■
税
理
士
無
料
相
談
会

東
京
地
方
税
理
士
会
大
月
支
部
は
、
社

会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
、
平
成
25
年

分
所
得
税
・
消
費
税
の
確
定
申
告
に
あ
た

り
、次
の
日
程
と
会
場
で﹁
税
の
無
料
相
談

会
﹂
を
行
い
ま
す
。

︹
大
月
税
務
署
管
内
︺

平成26年１月１日（14）

お 知 ら せくらしの情報 お 知 ら せお 知 ら せ
■
山
梨
県
内
の
最
低
賃
金
改
定

改
定
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
山
梨
県
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
、
電
子

回
路
、電
気
機
械
器
具
、情
報
通
信
機
械

器
具
製
造
業
…
…
…
１
時
間
８
０
６
円

︵
効
力
発
生
日
：
平
成
25
年
12
月
26
日
︶

●
山
梨
県
自
動
車
・
同
付
属
品
製
造
業

…
…
…
…
…
１
時
間
８
１
５
円

︵
効
力
発
生
日
：
平
成
25
年
12
月
21
日
︶

●
山
梨
県
最
低
賃
金
…
１
時
間
７
０
６
円

︵
効
力
発
生
日
：
平
成
25
年
10
月
18
日
︶

◎
賃
金
引
上
げ
に
関
す
る
﹁
業
務
改
善
助

成
金
制
度
﹂
の
ご
活
用
を
。

◆
お
問
合
せ

都
留
労
働
基
準
監
督
署

☎
43
︲
２
１
９
５

山
梨
労
働
局
賃
金
室

☎
０
５
５
︲
２
２
５
︲
２
８
５
４

■
１
月
10
日
は﹁
１
１
０
番
の
日
﹂

﹁
１
１
０
番
の
日
﹂
は
、
県
民
の
皆
様
に

﹁
１
１
０
番
の
仕
組
み
﹂
や
﹁
正
し
い
利
用

方
法
﹂
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め

に
定
め
た
も
の
で
す
。

合
言
葉
は
・
・
・

１
　
い
ち
早
く

１
　
急
が
ず
慌
て
ず

０
　
冷
静
に

労
　
働

防
　
犯

１
１
０
番
は
、
県
内
ど
こ
の
地
域
か
ら

か
け
て
も
、
警
察
本
部
指
令
課
に
つ
な
が

り
ま
す
。
１
１
０
番
に
か
け
る
と
、

担
当
の
警
察
官
が
・
・
・

﹁
い
つ
﹂、﹁
ど
こ
で
﹂、﹁
何
が
﹂、﹁
犯
人

は
﹂、﹁
負
傷
者
は
﹂、﹁
あ
な
た
の
住
所
、氏

名
﹂な
ど
と
お
尋
ね
し
ま
す
の
で
、落
ち
着

い
て
お
話
し
下
さ
い
。

緊
急
性
の
な
い
１
１
０
番
通
報
は
、
真

に
緊
急
性
の
あ
る
１
１
０
番
通
報
対
応
の

支
障
と
な
り
ま
す
。
落
し
物
や
運
転
免
許

証
の
更
新
手
続
き
等
に
関
す
る
お
問
合

せ
、
ま
た
緊
急
以
外
の
事
件
・
事
故
・
相

談
ご
と
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、

大
月
警
察
署
 
22
︲
０
１
１
０

警
察
本
部
総
合
相
談
室
 
♯
９
１
１
０

︵
♯
が
利
用
で
き
な
い
場
合
は

０
５
５
︲
２
３
３
︲
９
１
１
０
︶

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
い
た
ず
ら
電
話
や
間
違
い
電
話

が
増
え
て
い
ま
す
。
緊
急
事
件
・
事
故
の

通
報
に
支
障
を
き
た
し
ま
す
の
で
、
１
１

０
番
通
報
の
適
切
な
ご
利
用
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

税

■
甲
種
防
火
管
理
者
新
規
講
習
会

山
梨
県
東
部
消
防
事
務
連
絡
協
議
会

︵
都
留
市
・
大
月
市
・
上
野
原
市
消
防
本

部
︶
で
は
下
記
日
程
に
よ
り
甲
種
防
火
管

理
者
新
規
講
習
会
を
実
施
し
ま
す
。

■
講
習
の
日
時

２
月
19
日︵
水
︶・
20
日︵
木
︶の
２
日
間

定
員
50
名

８
時
30
分
〜
16
時
30
分

■
講
習
の
場
所

大
月
市
民
会
館

︵
山
梨
県
大
月
市
御
太
刀
二
丁
目
11
︲
22
︶

受
付
期
間
及
び
受
付
場
所

平
成
25
年
12
月
２
日
︵
月
︶
か
ら

平
成
26
年
１
月
20
日
︵
月
︶
ま
で

９
時
か
ら
16
時
30
分
ま
で

都
留
市
・
大
月
市
・
上
野
原
市
の
各
消
防

本
部
︵
定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り
︶

■
受
講
申
請

受
講
希
望
者
は
申
込
書
に
写
真
︵
縦
４

cm
・
横
３
cm
︶受
講
料
４
，０
０
０
円︵
テ

キ
ス
ト
代
等
を
含
む
︶
を
添
え
て
申
請
を

し
て
受
講
票
の
交
付
を
受
け
て
下
さ
い
。

申
込
書
は
、
都
留
市
・
大
月
市
・
上
野
原

市
消
防
本
部
に
あ
り
ま
す
。

デ
ジ
カ
メ
写
真
を
写
真
用
紙
に
印
刷
し

た
も
の
で
も
可
と
い
た
し
ま
す
。

そ
の
他

◆
お
問
合
せ

都
留
市
消
防
本
部

消
防
防
災
課
 
予
防
担
当

☎
43
︲
２
３
４
１

学
　
ぶ

月  日 会  場（所在地） 時  間

２/６㈭～
２/７㈮

上野原市もみじホール
（上野原市上野原 3832）

２/１２㈬
富士河口湖町中央公民館
（富士河口湖町船津 1747）

２/１３㈭～
２/１４㈮

富士吉田市市民会館
（富士吉田市緑ヶ丘 2‑5‑23）

１０時～１２時、
１３時～１５時

※受付時間はそれ
ぞれ終了時間の
30 分前まで



１１月２９日(金)に戦争で亡く
なった方の冥福と永遠の平和を祈
念する道志村戦没者慰霊祭が長又
地内「松葉荘」で執り行われまし
た。戦没者遺族と関係者25名が参
列し、全員で献花などを行い戦没
者を慰霊しました。

12月11日（水）やまゆりセンターで、総勢
80名の参加者で一日楽しみました。スーパー
ボールでマッサージ、脳への刺激目的に反対
運動・季節の歌の合奏などの指導を受けま
した。また80歳を過ぎても自分の歯が20本以
上残っている方として、４名が表彰されまし
た。そして、食生活改善推進員から減塩料理
の提供、また保育所児は踊りと劇を披露して
くれました。

戦没者慰霊祭

「元気で生き生き」ふれあいサロン

●保育所クリスマス会

１２月１６日に道志村保育所と道志茶屋の
合同クリスマス会を実施しました。年長児童
がデイサービスを訪問し、一緒にクリスマス
ツリーの飾りつけや、歌、手遊びをしながら、
楽しみました。

１２月７日に道志村保育所で
クリスマス会を行いました。子
どもたちは毎日練習してきた、
ダンスやお遊戯を発表しまし
た。また、サンタさんからクリス
マスプレゼントをもらいとても
楽しそうでした。

表彰された４名 半田五津子さん、池谷清さん
金子カツエさん、金子積江さん

遺族会の皆さま

●道志茶屋のクリスマス会

真剣な眼差しで
ピアニカ演奏

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

サ
ン
タ
と
一
緒
に
ハ
イ
チ
ー
ズ
！！

「とってもがんばったね！」
「プレゼントありがとう！！」
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１１月３０日・１２月１日の２日間行われた、山梨県一周駅伝競走大会において、南都留チームとし
て道志村から２名が出場しました。
山口美樹さん（竹之本地区）は１日目３区（8.7㎞）、そして２日目１２区（9.3㎞）を、また山口知美さん
（中神地地区）は２日目１１区（4.8㎞）を力走しました。
現在　山口美樹さん（大学２年駅伝部　所属）　山口知美さん（桂高校陸上競技部　所属）
二人の陸上競技生活に、深く関わった桂高校陸上競技部顧問の小俣宏記先生からお話を伺いました。

自分との闘いを続けられる忍耐力、そして努力することの
大切さ、自分を追い込むことで得られる力・・・　陸上

金
子
　
晴は

る

哉き

く
ん
（
馬
場
地
区
）
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山口美樹
よ し き

さん（平成24年３月桂高校卒業
道志中学校卒業）

高校時代は、桂高校陸上競技部主将として50名
の部員をまとめ県高校総体での総合上位入賞に
導きました。駅伝ではチームのエースとして活躍
し、３年連続で関東高校駅伝に出場しました。卒
業後は、東京農業大学に進学。現在は箱根駅伝の
上位入賞を目指すチームの一員として活動して
います。県下一周駅伝にも南都留代表として力走
し堅実な走りでチームに貢献しました。

山口知美
と も み

さん（桂高校３年  道志中学校卒業）
桂高校陸上競技部で活動中。競歩を専門に

活動し、平成25年度県高校総体女子5000m競
歩で優勝。トラック競技の関東大会にも数多
く出場。さらに、今年２月の神戸で行われた日
本ジュニア競歩選手権大会にも出場し、実力
を身につけました。また、関東高校駅伝にも出
場するなど、陸上競技の分野で県内外に活躍
の場を広げ、高校３年間で大きな成長を遂げ
た選手です。

寒いからこたつに入ってって
みんなに言うよ(#^.^#)
あとね、いたずらも大好き!!


